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第 20回日本組織適合性学会近畿地方会ご案内および演題募集

臨床と HLA学の実りのある融合を目指して発足した日本組織適合性学会近畿地方会も，今回で 20回目
を迎えることとなりました。つきましては，以下の要項で演題の募集を致しますので，奮ってのご応募をお
待ちしております。

日　時：令和 4年 3月 19日（土）
世話人：諫田淳也（京都大学医学部附属病院　血液内科）
場　所：大阪府赤十字血液センター　7階会議室（大阪市城東区森之宮 2丁目 4番 43号）

JR環状線・地下鉄中央線・地下鉄長堀鶴見緑地線，森ノ宮駅下車東へ 350 m
TEL 06–6962–7001

今回はコロナの影響を鑑みて下記の要領にて開催いたします。
＊座長，発表者，世話人は現地参加，オンライン参加のいずれでも可能です。
＊ 一般参加者は Zoomによるオンライン配信を予定しています。参加方法は，開催日が近づきましたら改め
てお知らせ致します。
＊今年度の会費は，無料といたします。
＊意見交換会は行いません。
＊開催方法が事前に変更される場合があります。

抄録〆切：令和 4年 1月 29日（土）
抄録は A4用紙 1枚に，添付の様式（抄録作成要領）を参考にご作成ください。
字体はMS明朝　サイズは 12ポイント。図表がある場合は別途 A4用紙 1枚に添付して下さい。

抄録電子ファイル送信先：
『第 20回近畿地方会演題』という件名で，yasushi-kanemitsu@med.kindai.ac.jpまで送付。

発表形式
原則的にはWindows Power Pointで作成していただき，ファイルを令和 4年 3月 5日（土）までに上記のメー
ルアドレス宛にご送付ください。発表時間：討論を含めて 10分程度を目安として下さい。オンライン発表
の場合は，事前の原稿送付は必要ありません。発表に際しましては COIの開示をお願いします。

*お問合せ先　近畿大学病院　輸血・細胞治療センター　金光靖　yasushi-kanemitsu@med.kindai.ac.jp
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プログラム案
・HLA基礎講習会（事前登録対象）9:30～ 11:00
・オープニングセミナー
・一般演題
・シンポジウム　―移植における HLAエピトープ解析―
「生体肝移植における HLAエピトープ適合度の意義（仮）」

京都大学　肝胆膵・移植外科　平田　真章先生
「非血縁者間骨髄移植における B細胞エピトープ適合度の意義（仮）」

京都大学　血液内科　岩﨑　　惇先生
「腎移植後患者における新規ドナー特異的抗体産生リスク予測のための T細胞および B細胞エピトープ
解析（仮）」 愛知医科大学　腎移植外科　坂本慎太郎先生，小林　孝彰先生

・特別講演　―移植成績の向上を目指して―
「臓器移植：臓器移植全般に関して（仮）」

東京女子医科大学　肝胆膵外科学　江川　裕人先生
「造血幹細胞移植：HLAと移植成績に関して（仮）」

琉球大学大学院医学研究科　内分泌代謝・血液・膠原病内科学　森島　聡子先生
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XXXXを用いた XXXXタイピングの有用性
○山田太郎 1)，田中花子 2)

XXX大学外科 1)，XX製薬株式会社 2)

【はじめに】
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【抄録作成要領】

1．抄録余白設定
上下：20 mm，左右：25 mm

2．使用ソフト，フォント，サイズ
1）本文はMicrosoft Wordを使用
2）フォント：MS明朝，サイズ：12
3）文字数：40，行数：36　に設定

3．抄録本文（タイトル，演者，所属，本文を含む）
1）演題のみボールド
2）共同演者については名前・所属の後ろに，上付番号を付ける
3）所属と本文を一行空ける

4．抄録は文章のみで図表は入れない

5．図表（抄録とは別ファイルを作成）
1）図表はMicrosoft Excelで作成
2）図表が複数ある場合，一枚ごとにファイル名を付ける


